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香川県における日本顎口虫について

行天淳一西田弘

愛媛大学医学部寄生虫学教室

(昭和53年６月３０日受領）

わが国においてイタチの食道に腫瘤を形成して寄生す

る顎口虫は吉田(1931)，吉田ら（1936）により大阪附近

のイタチから見出され，有疎顎口虫GzazAosro,,zα”i‐

"zgel-""zOwen，1836として報告されたが，Yamaguti

(1941）は京都附近のイタチから見出した顎口虫を詳細

に検討した結果，新種としてＧ"αZ/ioSZo,"α〃iPPo"iα`,〃

と命名し，羽鳥（1944）は和名として日本顎口虫を用い

た．その後佐賀(宮崎・梅谷，1950),福岡(有田，1953)，

長崎（有田，1953）の各県において日本顎口虫の分布が

確認され，宮崎・梅谷(1950)，Miyazaki（1954）は有赫

顎口虫との鑑別点として皮疎の形態の差異および雌尾端

の小鰊が見られないことを追加した．以後諾処で調査が

なされ,日本顎口虫の分布は岩手（片桐・大鶴，1957)，

宮城(湯田ら，1958)，岐阜(森下ら，1956)，愛知(加藤，

1956)，三重(加藤，1956)，兵庫(加茂ら，1963)，鳥取

(西田，1956),島根(西田，1956),岡山(西田，1956)，徳島

(山口，1953)，愛媛(小野ら，1965)，鹿児島（尾辻ら，

1966）の各県において確認されている．四国地方におけ

る本虫については前述したように徳島(山口,1953),愛媛

(小野ら,1965)において分布が確認されているが,共にそ

の寄生率は低く，山口ら(1956)は四国地方には本虫は濃

厚に分布していないように思われると述べている．香川

県においては山口ら(1956)および入江(1958)の調査があ

るが，本虫は検出されてない．著者らは香川県における

イタチの蠕虫相を明らかにする目的で調査を行ない，日

本顎口虫の分布を確認したのでその概要を報告する．

材料と方法

検査に供したイタチは香川県下の４市３郡において

1975年12月～1976年１月の間，狩猟家により捕獲され，

毛皮を除去された後10％ホルマリン液に浸漬保存されて

いたものである．検査は入手後イタチの性別，体重，頭

胴長，尾長，毛色（四肢の末端に残っているもの）を記

録した後，剖検により本虫の寄生部位である食道を精査

した．

検出された虫体はホルマリン固定により計測し，ラク

トフェノール液で処理した後，形態観察に供した．虫卵

の観察および計測はイタチの消化管内に産出されている

ものによった．

検査結果

検査に供されたイタチはチョウセンイタチMJstem

Si6i7iCaCoreα"α雄197頭，ホンドイタチＭＳ/6ｉｒｉＣａ

ｉＺａＺｓｉ雄５頭，計202頭で，うちチヨウセンイタチ49頭，

ホンドイタチ２頭の計51頭(25.2％)の食道壁から顎口虫

を検出した．イタチ１頭あたりに寄生していた虫体数は

１～12匹(平均3.6匹)であり,総計168匹(雄87匹,雌81匹）

の虫体が検出された．検査結果の詳細はＴａｂｌｅｌに示

し,寄生のみられたイタチの捕獲地はFig.１に表わした．

検出された虫体はイタチの食道下部(噴門部から0.8～

2.8ｃｍ）に種々の形の瘤を作り，体前半を瘤に挿入し，

体後半を食道膣に遊離させて寄生していたが，一部のも

の（4/168）は体後半を食道膣に出さず瘤内に埋没して

いた．虫体は円筒形，大きさは雄１７～３１ｍｍ，雌２４～

38ｍｍ，体前端に頭球を持ち，その外面には８～10列の

環状に並んだ鉤を持つ．皮練はほぼ体前半をおおい密生

し，体後半には見られない．皮練は部位により歯の数，

形，大きさが異なるが，大部分のものは基部より先に行
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TablellncidenceofG〃iPPo"jc""zfromweaselsinKagawaPrefecture

Ｎｏ．ofweasels

examined

Ｎｏ．ofweasels

infected（％）
Ｎｏ．ｏｆｗｏｒｍｓｆｏｕｎｄｆｒｏｍ

ｏｎｅｗｅａｓｅｌ（mean）
Locality

TakamatsuCity

SakaideCity

Ayauta-gun

Kokubunji-cho

Ryonan-cho

Hanzan-cho

ZentsujiCity

Nakatado-gun

Kotohira-cho

Tadotsu-cho

Kan-onjiCity

Mitoyo-gun

Takase-cho

Takuma-cho

Nio-cho

Toyonaka-cho

Yamamoto-cho

Saita-cho

Onohara-cho

Toyohama-cho

Unknown

17(73.9）

１(100）

1-10(3.4）

２

2３

１

３(75.0）

13(92.9）

０

０

1-11(5.3）

１－７(3.8）

４
４
１
８

１

１
５
７
２

０

０

３(11.1） １－２(1.6）

2（6.5）

０

２(25.0）

2(12.5）

2(16.6）

０

１（5.9）

０

５(41.6）

１
１
８
６
２
４
７
７
２

３
１

１
１

１
１

４，１２

1，１０

１，２

１，１

４

１－６(2.2）

Total 51(25.2） 1-12(3.6）202

<にしたがい幅広くなり，先端は３つに分かれ中央のも

のは左右のものより著明に長い．雄の尾端腹面の小練は

各側の乳頭間およびＣ乳頭間にも認められ，Ｙ字状の疎

のない部分は存在しない．雌の尾端には小練を認めな

い．

イタチの消化管内糞便より見出した虫，Nは楕円形で一

端に半球状のふくらみを持つ．卵内容は１個の卵細胞で

あった．５０個の虫卵の計測値は64.9～77.4×38.1～46.1

jｕ（平均71.0×41.6’）を示した．

これらの諸特徴はYamaguti（1941)，宮崎・梅谷

(1950)，Miyazaki(1954）の記載と一致するので検出し

た虫体をＣ、〃ipPo"/α`"zYamaguti，1941と同定した．

は徳島県麻植郡において捕獲されたイタチ20頭中１頭に

見出されたことに始まり，以後調査範囲が拡大され香川

県産27頭，徳島県産96頭，高知県産10頭のイタチが検査

されたが，本虫が見出されたのは初期の１頭にとどま

り，四国地方においては本顎口虫は余り濃厚な分布をし

ていないように思われていた（山口，1953,1961；山口

ら，１９５６；入江，1958)．その後小野ら（1965）は愛媛

県下６市５郡から得たイタチ182頭を検査し，１市１郡

(今治市36頭中８頭，越智郡23頭中３頭）から本虫を見

出し，限局された局地的な分布であろうと述べている．

これらのことから著者らも香川県における本虫の分布は

希薄か，地域的に限局しているのではないかと考えてい

た．しかし本調査で得た成績は前述したように検査した

202頭中51頭（25.2％）に本虫の寄生が認められ，捕獲

場所別に寄生状況を見ると，高松市では73.9％，綾南町

では92.9％の寄生率を示し，木曾，長良，揖斐川の下流

域において森下ら(1956)，加藤（1956）が，また兵庫県

姫路市周辺において加茂ら（1963）が見出した本虫の濃

厚分布地に匹敵している．－方，観音寺市および三豊郡

考察

わが国における日本顎口虫の分布は前述した諸府県で

確認されており，岐阜（森下ら，1956)，愛知（加藤，

1956)，三重（加藤，1956)，大阪附近_(吉田ら，1936)，

兵庫（加茂ら，1963)，岡山（西田，1958）に濃厚に分

布していることが知られている．一方四国地方において

（９２）
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ると考える．このことから本調査で得た成績はイタチの

検査数が少ないこと，捕獲場所が県下全域におよんでい

ないことから，その分布の全貌は十分に明らかにされた

とは言えない．第２中間宿主の検索を含む今後の調査に

期したい．

坂出市，仲多度郡，善通寺市においては1953～1954年

頃，顎口虫症患者が多発し（山口ら，1954ｂ；須賀ら，

1954；宮崎・菊地，1954)，有鰊顎口虫第Ⅲ期幼虫が魚

類，両棲類，爬虫類，鳥類，哺乳類から検出され（山口

ら，1954a,1954ｂ；須賀ら，１９５４；宮崎・菊地，１９５４；西

村，１９５４；入江，1958)，また終宿主であるイヌ，ネコ

からも成虫が見出され（山口ら，1954b，1956)，有鰊顎

口虫の濃厚な浸淫地として知られていた．本調査の検査

対象であるイタチには有田（1953）によれば有辣顎口虫

の第Ⅲ期幼虫が筋肉の表層に被嚢し寄生していることが

知られている．そして入江（1958）は仲多度郡を中心に

イタチ11頭を検査し，５頭（45.4％）から第Ⅲ期幼虫を

見出している．著者らは有練顎口虫のその後の消長を知

るため，全例筋肉表層を検索したが，有練顎口虫幼虫

を検出することはできなかった．しかし本調査において

入手できたイタチは有辣顎口虫の分布地とされていた前

５町では5.9～25.0％の寄生率を示し，明らかに高松市

および綾南町のそれとは異っている．また他の１市６町

においては検査数の少ないこともあって本虫の寄生は見

出されなかった．このような同一県内おいての分布様相

の相違は熊本県において広範に調査した磯部（1956,

1958,1965)，磯部ら（1959）の成績にも見ることがで

きる．今回検査を行なったイタチ202頭はすべて雄であ

り，香川県においては雌の捕獲が禁止されているのでや

むを得ないと考えるが，磯部（1956)，加藤（1956）は

イタチのJ性別により本虫の寄生率が異なり，雄に高いこ

とを指摘していることから考えると，本調査で得た寄生

率は雌雄とも調査対象とした場合よりも高く現われてい

ることが推察される．

以上香川県における本虫の分布状況を概観し，イタチ

の捕獲場所により寄生状況の差異を認めたこの差は第

２中間宿主の分布およびそれへの本虫幼虫の寄生状況の

違いによるものと考えられる．地域における本虫の分布

状況を適格に把握するには成虫，幼虫併せた調査の必要

なことは言うまでもない．しかし本虫の第２中間宿主が

判明していない現時点では，成虫を対象とした広範かつ

詳細な調査によりはじめてその分布状況が明らかにされ

（９３）
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述の地域で捕獲さるたものは15頭と少なく，その後の消

長を考察するには不十分である．今後ライギョを始めと

する第２中間宿主および終宿主について調査し，有鰊顎

口虫の本県における現状を明らかにしたい．

結論

1975年12月から1976年１月の間，香川県において捕獲

されたイタチ202頭について食道部を剖検したところ５１

頭（25.2％）から日本顎口虫Ｇ"αZ〃osromα〃ipPo"/c"，〃

Yamaguti，１９４１雄87匹，雌81匹を検出したイタチ

１頭あたりの寄生数は１～12匹であった．寄生状況はイ

タチの捕獲場所により異なり，高松市(73.9％)，綾歌郡

綾南町（92.9％）において本虫の濃厚な浸淫を認めた．

ここに香川県を日本顎口虫の新しい分布地として追加

する．
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ON THE GNATHOSTOMA NIPPONICUM IN KAGAWA PREFECTURE

Junichi GYOTEN AND Hiroshi NISHIDA

(Department of Parasitology, School of Medicine, Ehime University,

Shigenobu-cho, Ehime Prefecture, Japan)

A total of 202 specimens of weasels captured at 16 localities in Kagawa Prefecture dur

ing the period from November, 1975 to January, 1976, were examined for Gnathostoma

nipponicum and 168 adult worms (87 males, 81 females) were detected from esophagus of 51

weasels captured at 10 localities. Infection rate of G. nipponicum varied with the localities

where weasels were captured and the high infection rate was shown at Takamatsu City and

Ryonan-cho.

Explanation of Photographs

Photos. 1-7 Gnathostoma nipponicum detected from weasels in Kagawa Prefecture.

Photo. 1 Adult worms found in wall of esophagus of weasels, producing hard tumor (scale 1.5cm).

Photo. 2 Female (large one) and male worm (small one) (scale 6.5mm).

Photo. 3 Fertilized egg in feces of weasels (scale 29/0.

Photo. 4 Head bulb in lateral view (scale 250/0-

Photo. 5 Cuticular spines (scale 180/*).

Photo. 6 Posterior end of female worm in ventral view (scale 180//).

Photo. 7 Posterior end of male worm in ventral view (scale 180/0.
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